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1.は じめに

アバール語は北東 コ-カサス諸語 (あるいはダゲスタン諸語) に属 し､主に

ロシア連邦ダゲスタン共和国 とアゼルバイジャン共和国で話されている｡

アバール語は絶対格 ･能格型の格配列 を持っていて､ 自動詞の主語 と他動詞

の 目的語が絶対格で現れ､他動詞の主語が能格で現れる 1｡本稿では､ 自動詞

･の主語 を S､他動詞の主語 を A､他動詞の 目的語をOと呼ぶ ことにす る 2｡(1)､

(2)は自動詞の例で､(3)､(4)は他動詞 の例である ‥I.

(1)Musa g■aniwe w-ach<ana.

Musa･ABS ここに ト来る ･PST

｢Musaが ここに来た｡｣

(2)Musa k■izhana.

Musa･ABS 眠る ･PST

｢Musaが眠った｡｣

■本研究において Isalmagomedov,IsalmagomedM.氏､Samedov,DzhalilS.氏を中心に多くの方に
アバール語のインフォーマントになっていただいた｡ここで､感謝の意を申し上げたい｡アバー

ル語の文語で用いられている文字はキリル文字であるが､本稿ではラテン文字へ次のような転写

を行って､アバール語を表記している｡a-a､6-b､B-W,r-g､rb-gT'､rb-gT.rI=g<､

A-d･e-e､x-zh､ 3-Z､H-i､白-J､K-k､肌 -kll､Kb-k'､KI-k̂ ､JI-1､ Jiも-1.'､
M-m､H-n､0-0､IT-p､p-r､C-S､T-t､TI-t̂､y-u､a)-f､Ⅹ-X､xb-Ⅹ"､Ⅹも-Ⅹ'､

ⅩⅠ-Ⅹ∧､u-ts,uI-ts<､ tI-Ch､111-cĥ ､ul-Sh､III-Shsh､9-e､K)-ju､ Sl-ja｡本稿で

用いる省略記号は次の通りである｡ABL‥奪格､ABS:絶対格､AdjPt:形容詞的分詞､ALL:向格､DAT:
与格､CM:クラス標識 (一致標識)､ERG:能格､FUT:未来時制,GEN:属格､NT:疑問辞､LOC:

位格､NEG:否定辞､pL:複数形､戸RS:現在時制､PST:過去時制､SUB:仮定法､Ⅰ:第-名詞クラス､ⅠⅠ:

第二名詞クラス､Ill:第三名詞クラス､IV:第四名詞クラス｡アバール語の位格､向格､奪格はそ
れぞれ 5系列があり､位格､向格､奪格の後に書かれている(1)､Cz)､(3)､(4)､(5)はそれぞ

れ第一系列､第二系列､第三系列､第四系列､第五系列を示す｡

I｢主語｣､｢目的語｣という用語は伝統的な意味で用いている｡

2S､A､0はDixon(1979,1994)の用語である｡

～本稿で出てくる固有名詞で､Musa､G<aliは男性でPat<imatは女性である｡
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(3)Pat̂imatitsa gTaniwe Musa w-achana.

Patimat･ERG ここに Musa･ABS i-連れてくる ･PST

｢patimatがMusaをここに連れてきた｡｣

(4)pat<imatitsa Musa chwana.

patimat･ERG Musa･ABS 殺す ･PST

｢patimatがMusaを殺した｡｣

アバール語の動詞には絶対格名詞句の名詞クラスを標示する一致接頭辞を持

っている動詞と持っていない動詞がある｡名詞クラスには､男性の人間を表す

第一クラス､女性の人間を表す第二クラス､人間以外を表す第三クラス､複数

の人間あるいは人間以外を表す第四クラスがある｡一致接頭辞は､第一クラス

が W-､第二クラスがj-､第三クラスが b-､第四クラスが r-である｡(1)の自動

詞 W-acĥanaは Sの位置にある名詞句 Musaの名詞クラスである第-クラスを

標示する一致接頭辞を持っている｡また､(3)の他動詞 j-achanaは0の位置に

ある名詞句 Pat<imatの名詞クラスである第二クラスを標示する一致接頭辞を

持っている｡(2)で用いられている自動詞 k.izhanaや(4)で用いられている他動

詞 chwanaは一致接頭辞を持っていない｡筆者が知る限りでは､アバール語に

1,400ぐらいの動詞があるが､そのうちの約 200の動詞が CM-ach<ine｢来る｣

や CM-achine｢連れてくる｣のように一致接頭辞を持っている｡アバール語で

は語幹に付く屈折接辞は全て接尾辞である｡そのため､語頭にある一致接頭辞

は本稿で問題にする形容詞的分詞形を含む全ての屈折変化形で保たれる｡

アバール語の動詞の形容詞的分詞形には､定形と同様に､過去時制形､現在

時制形､未来時制形があるが､形容詞的分詞形のどの時制形も一致接尾辞を持

っている｡一致接尾辞は､第-クラスが-W､第二クラスが-j､第三クラスが-b､

第四クラスが-1である｡例えば､自動詞 CM-ach<ine｢来る｣の形容詞的分詞

形 は､過去形が CM-acĥara-CM､現在形が CM-ach<une-CM､未来形が

cM-ach<ine-CM である｡このように CM-ach<ine｢来る｣の形容詞的分詞形は

一致接頭辞と一致接尾辞の両方を持っているC一方､自動詞 klizhize｢眠る｣

の形容詞的分詞形は､過去形が k-izhara-CM､現在形が klizhule-CM､未来形が

k-izhile_CM である｡このように k'izhize｢眠る｣の形容詞的分詞形は一致接頭

辞は持っていないが一致接尾辞は持っている｡

形容詞的分詞の最も基本的な用法は名詞を修飾する用法であるが､アバール

語の形容詞的分詞はこの他にもいくつかの用法を持っている｡本稿の目的はい
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ろいろな用いられ方をする形容詞的分詞の一致接頭辞と一致接尾辞がどのよう

な振る舞いをするのかを記述することであるOこの研究の先行研究としては､

Uslar(1889)､Bokarev(1949)に第2節､第 7節に関わる記述があるが､筆者の

知る限りでは､第3節から第6節に関する記述は存在しない4｡

2.名詞を修飾する形容詞的分詞

形容詞的分詞の最も基本的な用法は名詞を修飾する節､すなわち関係節の述

語としての用法である5｡英語やロシア語の形容詞的分詞による関係節では主

請 (すなわち Sか A)だけが関係節のギャップになることができるが､アバー

ル語の形容詞的分詞による関係節ではギャップになることができる名詞句に制

限がない 6｡(5)では S､(6)では A､(7)では〇､(8)では第-位格名詞句が関

係節のギャップになっている｡

(5)Dida gTaniwew-acĥara-w was llrala.

私 ･LOC(1)ここに Ⅰ一来る ･AdjPt,PST-Ⅰ少年 ･ABS 知っている ･PRS

｢私はここに来た少年を知っている｡｣

(6)Dida g.an)e Patlmat j-achara-W

私 ･LOC(1)ここに Patimat･ABS II-連れてくる ･AdjPt,PST-I

was l'.ala.

少年 ･ABS 知っている ･PRS

｢私はここにPatimatを連れてきた少年を知っている｡｣

(7)Dida Pat<imatitsa gTaniwe w-achara-W

私 ･LOC(1) patimat･ERG ここに Ⅰ一連れてくる ･AdjPt,PST-I

was 1.'ala.

少年 ･ABS 知っている ･PRS

｢私はpatimatがここに連れてきた少年を知っている｡｣

■本稿で扱っている形容詞的分詞の用法は全てではない｡形容詞的分詞の用法は uslar(1889)､
Bokarev(1949)､Madeva(1980)､Samedov(1996)などで挙げられているが､本稿で扱っている

範囲内である｡

5本稿では ｢節｣という用語を動詞 (定形あるいは非定形)とその従属要素の集まりという意味

で用いている｡

h本稿では､関係節が修飾している名詞と関係する関係節内の空所をギャップと呼ぶことにする｡
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(8)Dida Patlmat J-OZhule-W

私 ･LOC(1) patimat･ABS IL信じる ･AdjPt,PST-I

was 1"ala.

少年 ･ABS 知っている ･PRS

｢私はPatimatが信じている少年を知っている｡｣

形容詞的分詞の一致接頭辞は常に関係節の絶対格名詞句の名詞クラスを標示

する｡(5)､(7)のように絶対格名詞句が関係節のギャップになっている場合

には､ギャップは関係節が修飾している名詞句に依存しているので､形容詞的

分詞の一致接頭辞は関係節が修飾している名詞句の名詞クラスを標示する｡

一方､形容詞的分詞の一致接尾辞は､関係節がごく少数の特定の名詞 (例え

ば kuts(様子)､mex(時))を修飾している場合を除いて､常に関係節が修飾

している名詞句の名詞クラスを標示する｡(5)-(8)では､関係節に修飾されて

いる名詞句の名詞クラスは第-クラスであるから､形容詞的分詞は第-クラス

の一致接尾辞を持っている｡しかし､関係節が kuts(様子)､me∑(時間)な

どを修飾している場合には､形容詞的分詞の一致接尾辞は kuts(様子)､me∑

(時)などの名詞クラス､すなわち第三クラスを標示することもできるし､関

係節にある絶対格名詞の名詞クラスを標示することもできる｡Uslar (1889)､

Bokarev(1949)はこのような名詞としてknts(様子)､mex(時)､k■■ag"ida(仕

方､態度､可能性)､bak.(場所)を挙げている.(9)は kuts(様子)の例であ

り､(10)はmex(時)の例である｡(9a)では形容詞的分詞の一致接尾辞がkuts

(様子)の名詞クラスである第三クラスを標示しているが､(9b)では形容詞的

分詞の一致接尾辞が関係節にある絶対格名詞句 Musaの名詞クラスである第-

クラスを標示している｡そして､(10a)では形容詞的分詞の一致接尾辞が mex

(時)の名詞クラスである第三クラスを標示しているが､(lob)では形容詞的

分詞の一致接尾辞が関係節にある絶対格名詞句 Ĝaliの名詞クラスである第一

クラスを標示している｡

(9)a.Dida Musa w_oX∬a_b kuts

私 ･LOC(1) Musa･ABS i-喜ぶ ･AdjPt,PST-III様子 ･ABS

b-ix'ana.

ⅠⅠⅠ一見る ･PST

｢私はMusaが喜んだ様子を見た｡｣
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b.Dida Musa w-oXara-w kuts

私 ･LOC(1) Musa･ABS I一喜ぶ ･AdjPt,PST-Ⅰ様子 ･ABS

b-ixTana.

ⅠⅠⅠ一見る ･PST

｢私はMusaが喜んだ様子を見た｡｣

(10)a.Ĝ ali rokT'owe w-achara-b mexal'T insutsa

Ali･ABS 家に Ⅰ一来る ･AdjPt,PST-III 時 ･ERG 父 ･ERG

dun zhidex"ego ax̂ana.

私 ･ABS 自分 ･ALL(2) 呼ぶ ･pST

｢Aliが家に来た時､父は私を自分の所に呼んだ｡｣

b,Ĝali rok'Towe w-achara-w mexalr' insutsa

Ali･ABS 家に Ⅰ-来る ･AdjPt,PST-Ⅰ時 ･ERG 父 ･ERG

dun zhidex"ego ax̂ana.

私 ･ABS 自分 ･ALL(2) 呼ぶ ･PST

｢Aliが家に来た時､父は私を自分の所に呼んだ｡｣

19

関係節が kuts (様子)を修飾していて､関係節の絶対格名詞が第三クラス

以外である場合､形容詞的分詞の一致接尾辞が kuts (様子)の名詞クラスで

ある第三クラスを標示している文と絶対格名詞の名詞クラスを標示している文

の使用頻度は筆者の資料においてどちらが特に多いということはない 7｡それ

7 本研究では実際の使用例を調べるために次に挙げる 18冊の本のテクストをコンピューターで

利用可能な形で電子化して資料として用いている｡(1)Dadaev,Jusup (1998)Aがulgox̂ -diy

rek̂elbux̂i.Max<achkT'ala:Jupiter.Cz)G'ralbats<ov,G-razlmuX<amad(1994)Gancĥal.Max<achk'lala:

Dagenstanskoe knizhnoe izdatellstvo. (3)Gfralbats<ov,G一一azimux<amad (1994) AwwaBZabi.

Max<achk'-alュ:Istina.(4)G<aliev,Muslim (1993)Sardil"klwagJi.Max<achk-■ala:Jupiter.(5)

Zhavatxanov,Nabi-Gulla (1993)Badisabadibe.Max<achkHala:Jupiter.(6)Medzhidova,Ch.M.

(1991)Aularadabljatall'ulchirax'-･Max̂achk''ala‥Dagl-uchpedgiZ･ (7)Mlldaz甲<alieva,Pat<imat
(1995)KulakasulJ'as.Max<achk-'ala:Dagenstanskoeknizhnoeizdatel'stvo.(8)Muxtarov,S･,A･
Ⅹ<amzatov,iCh.Medzhidova(1991)AwaylikraEuraI5klass.Max<achkHala:Dag"uchpedgiZ.(9)

Mux<amadov,Musa (1991)Gwo-Lŝer balelde Lsebe.Max<achk"ala:Dagenstanskoe knizhnoe

izdatelTstvcL(10)Mux̂amadova,Majsarat(1996)Od,bix'inal,bikyinal.Max<achk"ala:Jupiter.(ll)

Mux"amadova,Sabigat (1992)Rokli. Max̂achk"ala:Jupiter. (12)Radzhabov,Mux̂amadĝali

GHambulatovich(1990)Ey,kenabzamanaldatŝalljal"et̂ex●I4klass.Max<achk"ala:DagHuchpedgiZ.

(13)Rasulov,G<arip (1996)Ĝadamalgiraĝadald.Max<achk"ala:Dagenstanskoe knizlmoe

izdatellstvo.(14)Rasulov,KT'urbang<ai (1997)Batŝadisel.Max<achk"ala.(15)Surxaev,Musalav

(1990)Nuxbit̂agi.Max̂achk'■ala:DagT-uchpedgiz.(16)Surxaev,Musalav (1994)Tusnax'■azda

GULAGalda.Max<achkHala:Jupiter. (17)sLm eV,Musalav (出版年不記載) Aver.agasulxa好､at.
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に対して､関係節が mex (時)を修飾 していて､関係節の絶対格名詞が第三

クラス以外である文の中で形容詞的分詞の一致接尾辞が絶対格名詞の名詞クラ

スを標示している文の使用頻度は筆者の資料において 1%未満である｡また､

関係節が kHaFida (仕方､態度､可能性)､bak-(場所)を修飾していて､関係

節の絶対格名詞が第三クラス以外である文の場合も同様で､形容詞的分詞の一

致接尾辞が絶対格名詞の名詞クラスを標示している文の使用頻度は共に筆者の

資料において 1%未満である｡関係節が mex (時)を修飾していて､関係節

の絶対格名詞が第三クラス以外であり､形容詞的分詞の一致接尾辞が絶対格名

詞の名詞クラスを標示している文は筆者の資料には 15例 (5作品､4作家)

あり､関係節が k■■aglda(仕方､態度､可能性)を修飾していて､関係節の絶

対格名詞が第三クラス以外であり､形容詞的分詞の一致接尾辞が絶対格名詞の

名詞クラスを標示している文は筆者の資料には 3例 (3作品､3作家)あり､

関係節が bak-(場所)を修飾していて､関係節の絶対格名詞が第三クラス以外

であり､形容詞的分詞の一致接尾辞が絶対格名詞の名詞クラスを標示している

文は筆者の資料には4例 (4作品､3作家)ある｡

次にこの研究に協力してくれたインフォーマントの判断を問題にする｡関係

節がkuts(様子)を修飾していて､関係節の絶対格名詞が第三クラス以外で､

形容詞的分詞の一致接尾辞が絶対格名詞の名詞クラスを標示している文を容認

しないインフォーマントはいないが､関係節が mex (時)､k"agへida(仕方､態

度､可能性)､ba汝.(場所)を修飾していて､関係節の絶対格名詞が第三クラ

ス以外で､形容詞的分詞の一致接尾辞が絶対格名詞の名詞クラスを標示してい

る文を容認しないインフォ-マントは存在する｡関係節が kuts(様子)を修

飾 していて､関係節の絶対格名詞が第三クラス以外で､形容詞的分詞の一致接

尾辞が絶対格名詞の名詞クラスを標示している文は問題なく標準アバール語と

して文法的な文であると判断できるが､関係節が mex (時)､k■-aFida (仕方､

態度､可能性)､bak-(場所)を修飾していて､関係節の絶対格名詞が第三クラス

以外で､形容詞的分詞の一致接尾辞が絶対格名詞の名詞クラスを標示している

文の実例を方言からの影響とみなす可能性もあり､このような文が標準アバー

ル語として文法的な文としてみなしていいのかどうかは私には判断できない｡

Max̂achk"ala:Jupiter. (18)Shaxtamanov,G<umar-Ⅹ<azhi (1994)K'aralĝor.Max<achkHala:
Dagenstanskoeknizhnoeizdatel'stvo.
上記の本には小説､物語､歴史に関するものなどが含まれている｡
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3.形容詞的分詞 +接尾辞.1■■iの従属節

アバール語には形容詞的分詞に接尾辞-1"iが付いた形の従属節があり､項が

現れる位置にある従属節ではこの形の従属節が最も一般的である｡この形の従

属節は名詞的でいろいろな格で現れる｡(ll)では絶対格で現れていて､(12)

では能格で現れている｡

(ll)Dida Musa glaniwe w-acĥara-W-I"i

私 ･LOC(1) Musa･ABS ここに ト来る ･AdjPt,PST-Ⅰ-1■■･ABS

1--ala.

知っている ･PRS

｢私はMusaがここに来たことを知っている｡｣

(12)Musa g'aniwe w-acĥara-W-1.'ijal1' dun

Musa･ABS ここに Ⅰ-来る ･AdjPt,PST-I-1一一･ERG 私 ･ABS

ĝazhaibl"izawuna,

驚かせる ･PST

｢Musaがここに来たことが私を驚かせたO｣

この形の従属節には過去形､現在形､未来形がある｡(ll)､(12)は過去形

であり､(13)は未来形である｡

(13)Dida Pat<imatisa Musa g-aniwe

私 ･LOC(1) patimat･ERG Musa･ABS ここに

W-achine-W-1■■i l■-ala.

1-連れてくる ･AdjPt,FUT-I-1"･ABS 知っている ･PRS

｢私はpatimatがMusaをここに連れてくることを知っている.｣

形容詞的分詞は､従属節にある絶対格名詞句 (Sか0)の名詞クラスの接尾

辞を取ることもできるし､中立的な接尾辞としての第三クラスの接尾辞を取る

こともできるO(ll)､(12)では形容詞的分詞が従属節にある Sの名詞クラス

の接尾辞を取っているが､ (14)､ (15)では形容詞的分詞が中立的な接尾辞と

しての第三クラスの接尾辞を取っている｡
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(14)Dida Musa glaniwe w-acĥara-b-lrTi

私 ･LOC(1) Musa･ABS ここに I一来る ･AdjPt,PST-III-1"･ABS

l"ala.

知っている ･PRS

｢私はMusaがここに来たことを知っている｡｣

(15)Musa g●aniwe w-ach<打a-b-1TTijal" dun

Musa･ABS ここに I一来る ･AdjPt,PST-ⅠⅠⅠ-1一一･ERG 私 IABS

g"azhaibl●-izawuna.

驚かせる ･PST

｢Musaがここに来たことが私を驚かせた｡｣

(13)では形容詞的分詞が従属節にある0の名詞クラスの接尾辞を取っている

が､(16)では形容詞的分詞が中立的な接尾辞としての第三クラスの接尾辞を

取っている｡

(16)Dida Panmatisa Musa glaniwe

私 ･LOC(1) patimat･ERG Musa･ABS ここに

W-achine-b-1--i l■■ala.

Ⅰ一連れてくる ･AdjPt,FUT-ⅠⅠⅠ-1■■･ABS 知っている ･PRS

｢私はPatimatがMusaをここに連れてくることを知っている｡｣

形容詞的分詞が従属節にある絶対格名詞句 (Sか0)の名詞クラスの接尾辞

を取っている文と中立的な接尾辞としての第三クラスの接尾辞を取っている文

の使用頻度は､筆者の資料においては､7対 3ぐらいの割合で従属節にある絶

対格名詞句 (Sか0)の名詞クラスの接尾辞を取っている文の使用頻度が高い｡

一方､形容詞的分詞の名詞クラスの接頭辞は常に従属節にある絶対格名詞句

(Sか0)の名詞クラスを標示する｡(ll)､(12)､(14)､(15)では､形容詞的

分詞が従属節にあるSの名詞クラスの接頭辞を取っていて､(13)､(16)では､

形容詞的分詞が従属節にある0の名詞クラスの接頭辞を取っている｡

4.形容詞的分詞 +接尾辞-goの従属節

形容詞的分詞の過去形に接尾辞-goが付くと副詞的な従属節になる｡意味的

には日本語の ｢～すると｣に近い｡(17)は自動詞の例であり､(18)は他動詞
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の例である｡

(17)a.Musa glaniwe w-acĥara-W-go, Ĝali rok''owe

Musa･ABS ここ に I一来る ･AdjPt,PST-Ⅰ-go Ali･ABS 家に

ana.

行く･PST

｢Musaがここに来るとAliは家に行った｡｣

b.Musa glaniwe w-acĥara-b-go, Ĝali rok"owe

Musa･ABS ここに Ⅰ一来る ･AdjPt,PSTJILgo Ali･ABS 家に

ana.

行く･PST

｢Musaがここに来るとAliは家に行った｡｣

(18)a.pat"imatitsa Musa g'miwe w-achara-W-go,

Patimat･ERG Musa･ABS ここに I一連れてくる ･AdjPt,PST-I一go

G<ali rok"owe ana.

Ali･ABS 家に 行く･PST

｢patimatがMusaをここに連れてくるとAliは家に行った｡｣

b.Pat<imatitsa Musa g-aniwe w-achara-b-go,

Patimat･ERG Musa･ABS ここに Ⅰ一連れてくる ･AdjPt,PST-ⅠII-go

G<ali rokl■owe ana.

Ali｡ABS 家に 行く･PST

｢patimatがMusaをここに連れてくるとAliは家に行った｡｣

この形の従属節では､形容詞的分詞は､従属節にある絶対格名詞句 (Sか○)

の名詞クラスの接尾辞を取ることもできるし､中立的な接尾辞としての第三ク

ラスの接尾辞を取ることもできる｡(17a)では形容詞的分詞が従属節にある S

の名詞クラスの接尾辞を取っているが､(17b)では形容詞的分詞が中立的な接

尾辞としての第三クラスの接尾辞を取っている｡(18a)では形容詞的分詞が従

属節にある0の名詞クラスの接尾辞を取っているが､(18b)では形容詞的分詞

が中立的な接尾辞としての第三クラスの接尾辞を取っている｡形容詞的分詞が

従属節にある絶対格名詞句 (Sか0)の名詞クラスの接尾辞を取っている文と

中立的な接尾辞としての第三クラスの接尾辞を取っている文の使用頻度は､筆

者の資料においては､7対 3ぐらいの割合で従属節にある絶対格名詞句 (Sか

0)の名詞クラスの接尾辞を取っている文の使用頻度が高い｡
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一方､形容詞的分詞の接頭辞は常に従属節にある絶対格名詞句 (Sか0)の

名詞クラスを標示する｡(17a)､(17b)では形容詞的分詞が従属節にあるSの名

詞クラスの接頭辞を取っていて､(18a)､(18b)では形容詞的分詞が従属節にあ

る0の名詞クラスの接頭辞を取っている｡

5.形容詞的分詞 +接尾辞･aniの従属節

形容詞的分詞に接尾辞-aniが付くと条件を表す従属節になる｡(19)では自動

詞が述語として用いられている.一方､(20)では他動詞が述語として用いら

れている｡

(19)a.Musa glaniwe w-acĥara-W-anl, dun rokTTowe

Musa･ABS ここに Ⅰ-来る ･AdjPt,PST-I-ani私 ･ABS 家に

lnaan.

行く･SUB,PUT

｢Musaがここに来ていたら私は家に行くであろう｡｣

b.*Musa i.aniwe w-acĥara-b-anl, dun rok"owe

Musa･ABS ここに Ⅰ一来る ･AdjPt,PST-ⅠⅠⅠ-ani私 ･ABS 家に

lnaan.

行く･SUB,FUT

｢Musaがここに来ていたら私は家に行くであろう｡｣

(20)a.Pat"imatitsa Musa gTaniwe w-achara-W-ant,

patimat･ERG Musa･ABS ここに Ⅰ一連れてくる ･AdjPt,PST-Ⅰ-ani

dun rok"owe inaan.

私 ･ABS 家に 行く･SUB,FUT

｢patimatが Musaをここに連れてきていたら私は家に行くであろう｡｣

b.*Pat<imatitsa Musa g■aniwe w-achara-b-ani,

Patimat･ERG Musa･ABS ここに Ⅰ-連れてくる ･AdjPt,PSTIIII-ani

dun rok■■owe inaan.

私 ･ABS 家に 行く･SUB,FUで

｢patimatがMusaをここに連れてきていたら私は家に行くであろう｡｣

この形の従属節の形容詞的分詞では､一致接頭辞と一致接尾辞の両方が常に

従属節にある絶対格名詞句 (Sか0)の名詞クラスを標示する｡(19a)では-
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致接頭辞と一致接尾辞が従属節にある Sと一致していて､(20a)では一致接頭

辞と一致接尾辞が従属節にある0と一致している｡一致接尾辞は､3節､4節

で問題にした従属節の場合とは違って､(19b)､(20b)が容認されない文である

ことが示しているように､中立的な第三クラスを標示することはできない｡

6.疑問文や否定文の述帯としての形容詞的分詞

(21)のような疑問詞を含む疑問文､(22)のように文の特定の要素に焦点が

当てられている疑問文､(23)のように文の特定の要素に焦点が当たられてい

る否定文では､述語として動詞の定形でなく､形容詞分詞形が用いられる｡

(21)Shshiw w-acĥara_W?

誰 ･ABS I-来る ･AdjPt,PST-I

｢誰が来たの｡｣

(22)Musa-jishsh w-acĥara-W?

Musa･ABS-mT I-来る ･AdjPt,PST-I

｢来たのはMusaなの｡｣

(23)Musa guro w-acĥara-W.

Musa･ABS NEG L来る ･AdjPt,PST-Ⅰ

｢来たのはMusaではない｡｣

(21)､(22)､(23)では自動詞が述語として用いられている｡一方､(24)､(25)､

(26)では他動詞が述語として用いられている｡

(24)L一一itsa Pat<imat j-achara｣?

誰 ･ERG Patimat･ABS II一連れてくる ･AdjPt,PST-ⅠⅠ

｢誰がpatimatを連れてきたの｡｣

(25)Musatsa-jishsh Pat̂imat j-achara-j?

Musa･ERGIINT Patimat･ABS II一連れてくる ･AdjPt,PST-ⅠⅠ

｢Patimatを連れてきたのはMusaなの｡｣

(26)Musatsa guro Pat"imat j-achara-3'.

Musa･ERG NEG Patimat･ABS II一連れてくる ･AdjPt,PST-II

｢Patimatを連れてきたのはMusaではない｡｣
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このような形容詞的分詞は､接頭辞と接尾辞の両方で絶対格名詞句である S

か0と名詞クラスにおいて一致する｡ (21)､ (22)､ (23)では接頭辞と接尾辞

が S と一致していて､(24)､(25)､(26)では接頭辞と接尾辞が0と一致して

いる｡一致接尾辞は､3節､4節で問題にした従属節の場合とは違って､(27)､

(28)が容認されない文であることが示しているように､中立的な第三クラス

を標示することはできない｡

(27)*Shshiw w-acĥara-b?

誰 ･ABS I一来る ･AdjPt,PST-III

｢誰が来たの｡｣

(28)*Musatsa guro Patlmat j-achara-b.

Musa･ERG NEG Patimat･ABS II-連れてくる ･AdjPt,PST-ⅠⅠⅠ

｢patimatを連れてきたのはMusaではない｡｣

7.形容詞的分詞の形の従属節を取る動詞

存在動詞 CM-yUi)k̂ineは､動詞の形容詞的分詞形と結びついて､進行相を

表す｡自動詞では､(29)のように Sは絶対格で現れる｡他動詞では､(30a)の

ようにAが能格で､0が絶対格で現れる場合と(30b)のようにAとOが共に絶

対格で現れる場合がある｡

(29)Ĝali g'aniwe w-ach～ne-w w-ugo.

Ali･ABS ここに Ⅰ一来る ･AdjPt,PRS-II-いる ･PRS

｢Aliがここに来ている｡｣

(30)a.Ĝalitsa g'anije Pat"imat j-achune-I

Ali･ERG ここに Patimat･ABS II-連れてくる ･AdjPt,PRS-ⅠI

j-i苦o.

ⅠⅠ-いる ･PRS

｢AliがPatimatをここに連れてきている｡｣

b.Ĝali g-anlje Patlmat j-achune-W

Ali･ABS ここに Patimat･ABS II-連れてくる ･AdjPt,PRS-I

W-ugO･

Ⅰ_いる ･PRS

｢Aliがpatimatをここに連れてきている｡｣
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(29)が示すように､自動詞の形容詞的分詞は､Sの名詞クラスを示す接頭辞と

接尾辞を取り､存在動詞CM-y(/i)klneはSの名詞クラスを示す接頭辞を取る.

一方､(30a)のように､Aが能格､0が絶対格を取る場合は､他動詞の形容詞

的分詞は､Oの名詞クラスを示す接頭辞と接尾辞を取り､CM-yUi)k̂ineは0

の名詞クラスを示す接頭辞を取る｡(30b)のように､Aと0が共に絶対格を取

る場合は､他動詞の形容詞的分詞は､0の名詞クラスを示す接頭辞と Aの名

詞クラスを示す接尾辞を取り､CM-yUi)k"ineは Aの名詞クラスを示す接頭辞

を取る｡

動詞CM-ix-ize(見る､見える)とrag<ize(聞く､聞こえる)は意味役割 ｢経

験者｣を担う第一位格名詞と形容詞的分詞現在形の従属節を取る｡CM-ix■ize(見

る､見える)でもraĝize(聞く､聞こえる)でも存在動詞 CM-y(/i)k̂ineと同

じ格の現れ方をする｡(31)､(32)は､CM-ix.ize(見る､見える)の例であり､

(33)､(34)は､rag"ize(聞く､聞こえる)の例である｡自動詞では､(31)､(33)

のように Sは絶対格で現れる｡他動詞では､(32a)､(34a)のように Aが能格

で､Oが絶対格で現れる場合と(32b)､(34b)のように A と0が共に絶対格で

現れる場合がある｡

(31)Dida Gへali glmiwe w-ach<une-w w-Ⅸ-ana.

私 ･LOC(1) Ali･ABS ここに Ⅰ一来る ･AdjPt,PRS-ⅠⅠ-見る ･PST

｢私はAliがここに来ているのを見た｡｣

(32)a.Dida Ĝalitsa g'amJe Pat"imat

私 ･LOC(1) Ali･ERG ここに Patimat･ABS

J-aChune｣ J-汰-ana.

ⅠⅠ一連れてくる ･AdjPt,PRS-ⅠⅠⅠⅠ一見る ･PST

｢私はAliがpatimatをここに連れてきているのを見た｡｣

b.Dida Ĝali gTanlJe Patlmat

私 ･LOC(1) Ali･ABS ここに Patimat･ABS

j-achune-w w-Ⅸ1ma.

Ⅰ-連れてくる ･AdjPt,PRS-ⅠⅠ一見る ･PST

｢私はAliがPatimatをここに連れてきているのを見た｡｣

(33)Duda G<ali w-elHule-w ragへana.

私 ･LOC(1) Ali･ABS 笑う･AdjPt,PRS-Ⅰ 聞く･pST

｢私はAliが笑っているのを聞いた｡｣
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(34)a.Duda G<alitsa g■ersal r-itsune-1

私 ･LOC(1) Ali.ERG 嘘 ･pL,ABS 話す ･AdjPt,PRS-ⅠV

rag"arana.

聞く･pST

｢私はAliが嘘を話しているのを聞いた｡｣

b.Duda Ĝalitsa gfersal r-itsune-1 rag"arana.

私 ･LOC(1)Ali･ABS嘘 ･pL,ABS 話す ･AdjPt,PRS-IV 聞く･PST

｢私はAliが嘘を話しているのを聞いた｡｣

CM-ix.ize(見る､見える)における一致接頭辞と一致接尾辞の振る舞いは､

存在動詞 CM-yUi)k<ineの場合と同じである｡(31)が示すように､自動詞の形

容詞的分詞は､Sの名詞クラスを示す接頭辞と接尾辞を取り､CM-ix■ize(見る､

見える)は Sの名詞クラスを示す接頭辞を取る｡(32a)のように､A が能格､

0が絶対格を取る場合は､他動詞の形容詞的分詞は､Oの名詞クラスを示す接

頭辞と接尾辞を取り､CM-ix.ize(見る､見える)はOの名詞クラスを示す接頭

辞を取る｡(32b)のように､A とが共に絶対格を取る場合は､他動詞の形容詞

的分詞は､Oの名詞クラスを示す接頭辞と A の名詞クラスを示す接尾辞を取

り､CM-ixlize(見る､見える)はAの名詞クラスを示す接頭辞を取るo

ragへize(聞く､聞こえる)自身は存在動詞CM-yUi)k̂ineや CM-ixrize(見る､

見える)とは違って一致接頭辞を持たない｡ragへize(聞く､聞こえる)の従属

節における一致接頭辞と一致接尾辞の振る舞いは､存在動詞 CM-yUi)k̂ineや

cM-ix-ize(見る､見える)の場合と同じである｡(33)が示すように､自動詞

の形容詞的分詞は､Sの名詞クラスを示す接頭辞と接尾辞を取る｡(34a)のよ

うに､Aが能格､Oが絶対格を取る場合は､他動詞の形容詞的分詞は､0の名

詞クラスを示す接頭辞と接尾辞を取る｡(34b)のように､A と0が共に絶対格

を取る場合は､他動詞の形容詞的分詞は､Oの名詞クラスを示す接頭辞と A

の名詞クラスを示す接尾辞を取る｡

(35a)､(35b)は､疑問詞疑問文で主節の動詞 rag<ize(聞く､聞こえる)が

形容詞分詞形になっている｡このような文における形容詞的分詞の一致接尾辞

は､(35a)のように Aが能格で､0が絶対格で現れている場合には､0の名詞

クラスを示す接頭辞を標示するが､(35b)のように A と0が共に絶対格で現れ

ている場合には､Aの名詞クラスを標示する｡
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(35)a.L"ida Ĝalitsa glersal r-itsune-1

誰 ･LOC(1) Ali･ERG 嘘 ･pL,ABS 話す ･AdjPt,PRS-ⅠV

rag"ara-I?

聞く･AdjPt,PST-ⅠⅤ

｢誰がAliが嘘を話しているのを聞いたの｡｣

b.L"ida Ĝali gTersal r-itsune-W

誰 ･LOC(1) Ali･ABS 嘘 ･pL,ABS 話す ･AdjPt,PRS-I

rag"ara-W?

聞く･AdjPt,PSTJ

｢誰がAliが嘘を話しているのを聞いたの｡｣

29

8.おわりに

本稿ではいろいろな使われ方をするアバール語の形容詞的分詞が持っている

一致接頭辞と一致接尾辞の振る舞いを記述した｡まとめると次のようになる｡

まず､形容詞的分詞の一致接頭辞は第2節から第 7節で問題にしたどの用法

においても常に関係節の絶対格名詞句の名詞クラスを標示する｡

次に一一致接尾辞についてまとめる｡第2節では形容詞的分詞の最も基本的な

用法である名詞を修飾する節､すなわち関係節の述語としての用法を問題にし

た｡この用法では､形容詞的分詞の一致接尾辞は､関係節がkuts(様子)､mex

(時)などのごく少数の名詞以外の名詞を修飾している場合には常に関係節が

修飾している名詞句の名詞クラスを標示するが､関係節が kuts(様子)､me∑

(時間)などを修飾している場合には kuts(様子)､me∑(時)などの名詞ク

ラス､すなわち第三クラスを標示することもできるし､関係節にある絶対格名

詞 (Sか0)の名詞クラスを標示することもできることを示した｡第3節では

形容詞的分詞に接尾辞-1"iが付いた形の従属節を問題にした｡この用法では､

形容詞的分詞は､従属節にある絶対格名詞句 (Sか○)の名詞クラスの接尾辞

を取ることもできるし､中立的な接尾辞としての第三クラスの接尾辞を取るこ

ともできることを示した｡第 4節では形容詞的分詞の過去形に接尾辞-goが付

いた形の副詞的な従属節を問題にした｡この用法でも､形容詞的分詞は､従属

節にある絶対格名詞句 (Sか0)の名詞クラスの接尾辞を取ることもできるし､

中立的な接尾辞としての第三クラスの接尾辞を取ることもできることを示し

た｡第 5節では形容詞的分詞に接尾辞-aniが付いた形の従属節を問題にした｡

この用法では､形容詞的分詞の一致接尾辞は常に従属節にある絶対格名詞句 (S
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か0)の名詞クラスを標示することを示した｡第6節では疑問詞を含む疑問文､

文の特定の要素に焦点が当てられている疑問文､文の特定の要素に焦点が当た

られている否定文の述語としての用法を問題にした｡この用法でも､形容詞的

分詞の一致接尾辞は常に従属節にある絶対格名詞句 (Sか0)の名詞クラスを

標示することを示した｡第7節では存在動詞 CM-y(乃)k"ine､CM-ixrize(見る､

見える)､ragへize(聞く､聞こえる)の従属節としての用法を問題にした｡こ

の用法では次のようになることを示した｡従属節の動詞が自動詞である場合 S

は絶対格で現れ､形容詞的分詞の一致接尾辞は常に Sの名詞クラスを標示す

る｡他動詞である場合 Aが能格でOが絶対格で現れることと A と0が共に絶

対格で現れることがある｡Aが能格で0が絶対格で現れる場合には形容詞的分

詞の一致接尾辞は常に0の名詞クラスを標示する｡Aと0が共に絶対格で現れ

る場合には形容詞的分詞の一致接尾辞は常にAの名詞クラスを標示する｡
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